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研究成果の概要： ポータブル型、ハンディー型の蛍光Ｘ線分析装置を中心に、他の可搬型機

器も併用して、飛鳥時代の基準作である「法隆寺釈迦三尊台座（国宝）」、平安時代の代表的絵

画「聖徳太子及び天台高僧像（国宝）」、鎌倉時代の代表的絵画「春日権現験記絵巻」および「春

日権現験記絵披見台」、さらには江戸期の代表的絵画数点に関する彩色材料調査を実施した。日

本絵画史における彩色材料の変遷を考える上で有益な情報を数多く蓄積することができた。 
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年度  

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 

 

研究分野： 文化財科学 
科研費の分科・細目： 哲学、美学・美術史 
キーワード： 絵画、彩色、非破壊調査、その場分析、蛍光Ｘ線分析 
 
１．研究開始当初の背景 

(1) 近年、文化財の材質調査技術は大きく

向上し、材料や彩色に関する科学的調査が積

極的に行われるようになってきた。研究代表

者は平成 11 年度に、文化財資料が存在して

いるその場で、非破壊で材質や彩色を調査す

ることができるポータブル蛍光Ｘ線分析装

置を開発し、さらに平成 14 年度にはバッテ

リー駆動のハンディー蛍光Ｘ線分析装置の

導入も図った。これらの装置を用いることで、

従来は困難であった屏風絵や大型絵画など

の材質調査が可能となり、これまで目視のみ

に頼って行われてきた絵画の彩色材料や技

法の評価について、客観的な調査結果に立脚



した議論を行うことができる状況が提供さ

れつつある。 

(2) これまでに研究代表者は、これらの可

搬型装置を駆使して、数多くの彩色文化財の

科学的調査を行ってきた。さまざまな時代の

国宝や重要文化財に指定されている絵画や

彫刻を分析し、これまでに知られていなかっ

た新事実を多数発見し、その結果を論文・学

会発表などを通じて随時報告してきた。ただ

し、それらを単発的な調査結果として報告し

ていたのでは、ある特殊な彩色材料が発見さ

れたとしても、その作品や画家特有の特徴で

あろうという解釈に終わってしまう可能性

もある。それらの結果を総合的に考察し、共

通点・相違点を明確にしていくことで、日本

の絵画史の中で時代や地域ごとの特徴を明

らかにすることができると考える。そのため

に、各時代を代表する絵画作品をできる限り

多く調査し、その結果を蓄積する必要がある。 

 

２．研究の目的 

(1)  ポータブル蛍光Ｘ線分析装置および

ハンディー蛍光Ｘ線分析装置を中心に他の

可搬型の調査機器を組み合わせ、各時代を代

表する日本絵画を非破壊的に調査し、使用さ

れている彩色材料について時代や地域的な

特徴、さらには画家による利用技術の違いな

ど諸々の特徴を顕在化する研究を推進する

ことが目的である。 

(2) 本研究の学術的な特徴は、美術史学の

研究を発展させることを目的に、その調査・

研究手段として自然科学的な技術を多用す

ることにある。客観的事実を多数積み上げて

いくことで、これまでとは異なる美術史的研

究の展開を図ることができると考える。日本

の各時代を代表する絵画作品を重点的に調

査することで、その時代が内包する特徴を顕

在化させることができ、しかも同一手法によ

る調査を遂行することで、作品ごとの比較対

照を行うことも容易になる。さらに、この調

査を基礎として、絵画以外の彩色文化財へも

調査対象を拡大することで、今後より大きな

研究展開を図る可能性も秘めたテーマでも

ある。 

 

３．研究の方法 

(1) ポータブル型、ハンディー型それぞれ

の蛍光Ｘ線分析装置の特長を生かし、調査対

象によって両装置を使い分けることで、適用

範囲を拡大し、より多くの日本絵画について

彩色材料に関する詳細なデータを取得して

時代的・地域的な材料の変遷を明らかにして

いく。 

(2) ポータブル型、ハンディー型の蛍光Ｘ

線分析装置を用いると、絵画の彩色材料に関

する調査を非破壊・非接触で安全に実現する

ことができ、きわめて有効な情報を得ること

が可能である。所蔵先の美術館や博物館内で

調査を実施することができ、調査に際しても

作品をほとんど移動させる必要がない。さら

に、Ｘ線透過撮影に比べて格段に低線量のＸ

線を使って分析するため、作品へのダメージ

も最小限にとどめることができる。 

(3) 本研究では、これらの蛍光Ｘ線分析装

置とともに、可搬型の分光分析装置やデジタ

ルマイクロスコープを積極的に活用して、彩

色材料に関する情報をできる限り多く取得

できるように努力する。さらに、必要に応じ

て、高精細拡大画像の撮影なども実施するこ

ととする。 

(4) 本研究に関わる作品の調査・分析、そ

してそのデータ解析は研究代表者 1名で行う

ものであるが、作品の選定、調査の際の立会

い、データ解釈に関する助言などに関しては、

作品を所蔵する博物館・美術館の学芸員・研

究員らの協力を適宜得るものとする。奈良国



立博物館、宮内庁三の丸尚蔵館などの所蔵作

品を中心に調査を実施し、使用されている彩

色材料について、時代的あるいは地域的な特

徴、さらには画家による利用技術の違いなど

諸々の特徴を顕在化するためのデータ解析

を行うこととする。 

 
４．研究成果 

ポータブル型、ハンディー型の蛍光Ｘ線分

析装置を中心に、可搬型の分光分析装置やデ

ジタルマイクロスコープを併用して日本絵

画の彩色材料調査を実施し、以下に示すよう

な成果を得ることができた。飛鳥時代の基準

作として名高い「法隆寺釈迦三尊台座（国

宝）」、平安時代の代表的絵画である「聖徳太

子及び天台高僧像（国宝）」、鎌倉時代を代表

する絵画の名品「春日権現験記絵巻」および

「春日権現験記絵披見台」、さらには江戸期

を代表する絵画など幅広い時代にわたって

多くの代表的絵画を調査することができ、日

本絵画史における彩色材料の変遷を考える

上で有益な情報を数多く蓄積することがで

きた。 

(1)「法隆寺釈迦三尊台座（国宝）」の調査 

法隆寺釈迦三尊台座（国宝）に使われてい

る彩色材料を、奈良国立博物館において、ポ

ータブル蛍光Ｘ線分析装置を用いて調査し

た（2008 年度）。同時に高精細拡大画像の撮

影も実施した。剥落が激しく、図像の確認も

現在では困難であるが、2～3種類の白色材料

の存在が示唆される結果が得られ、その使い

分けや図像表現に関する情報を得ることが

できた。また、黒色や水色部分からは鉛が大

量に検出されるなど、新たな知見をいくつか

得ることができた。飛鳥時代の基準作として

名高い資料であり、今後大変有益なデータに

なり得るものと考える。 

(2)「聖徳太子及び天台高僧像（国宝）」の調

査 

奈良国立博物館との共同調査として、平安

時代の仏画の代表作である一乗寺所蔵国宝

「聖徳太子及び天台高僧像」の彩色材料をポ

ータブル蛍光Ｘ線分析装置により調査した

(2007 年度)。同時に高精細拡大画像の撮影も

実施した。全十幅のうち四幅についての調査

を実施し、作品による彩色材料の相違、ある

いは補筆部分の材料の違いなどについて詳

細なデータを得ることができた。 

(3)「春日権現験記絵巻」の調査 

宮内庁三の丸尚蔵館に所蔵される全 20 巻

から成る鎌倉時代を代表する絵巻物である。

修復が行われるのに合わせて、彩色材料の調

査をポータブル蛍光Ｘ線分析装置により行

うとともに、高精細拡大画像の撮影を実施し

た。2007 年度には第十九巻の表面・裏面の調

査を実施し、2008 年度には第十六巻裏面およ

び第十一巻表面の調査を実施した。修理の際

にしか見ることのできない裏彩色の表現や

その色料の使い方などについて、多くの情報

を得ることができた。 

(4)「春日権現験記絵披見台」の調査 

春日権現験記絵を披き見るための台とし

て作られたと伝えられる披見台（春日大社所

蔵）の調査を奈良国立博物館において行った

（2008 年度）。表面に金銀泥による風景描写

がなされており、この材質についてポータブ

ル蛍光Ｘ線分析装置を用いて調査した。同時

に高精細拡大画像の撮影も実施した。金、銀

ともに 2 種類の材料が使い分けられており、

さらにそれらが重ね塗りされることによっ

て複雑な色調を描き出していること等、彩色

材料に関する特徴的な使用例が明らかにな

った。 

(5)江戸期絵画の彩色材料調査 

宮内庁三の丸尚蔵館に所蔵される江戸期

の代表的な絵画数点について、ポータブル蛍

光Ｘ線分析装置や可視分光光度計を用いて



彩色材料調査を行った（2008 年度）。白色顔

料、緑色顔料、青色顔料について特徴的な材

料に着目し、その使い分けや時代的な変遷に

ついて検討した。 

(6)絵画に使われる金銀材料の基礎的調査 

日本絵画には古くから金箔・銀箔あるいは

金泥・銀泥などが彩色を目的として使われて

いる。剥離、脱落しているものも多いが、健

全な状態で現存しているものも少なくない。

銀箔や銀泥については変色が著しく、銀が使

われていると判断するのが困難なことも多

い。金箔・金泥についても不純物として銀や

銅が含まれていると、変色している例もある。

そこで、金箔・銀箔表面に漆や染料を塗布し

た試料について蛍光Ｘ線分析を実施し、箔の

厚みや色調とＸ線強度との関係に関する基

礎的データの取得を行った(2007 年度)。 
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